システムの拡張と R 
コンフイグレ-シヨン 


本装置がサボートしている内蔵タイプのオプションデパイスの増設方法やシステムが提供する各種機能の 
設定方法について説明します。 


内蔵オプションの取り付け(―144ページ） . 

システム BIOS のセットアップ ( SETUP )(—168 ぺージ) 

リセットとクリア（—194ページ） . 

割り込みラインと I / O ポートアドレス （—197 ページ) 

RAID のコンフィグレーション(-199ページ） . 


内蔵オプションの取り付け • 取り外し方法を説明 
しています。 

専用のユーティリティを使った BIOS の設定方法 
について説明しています。 

リセットする方法と内部メモリ ( CMOS ) のクリア 
方法について説明します。 

I / O ポートアドレスや割り込み設定について説明 
しています。 

本装置内蔵のハードディスウドライプをディスウ 
アレイドライブとして運用するための方法につい 
て説明します。 
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内蔵オプションの取り付け 


本体に取り付けられるオプションの取り付け方法および注意事項について記載しています。 

n-O • オプションの取り付け/取り外しはユーザー個人でも行えますが、この場合の本体およ 
び部品の破損または運用した結果の影響についてはその責任を負いかねますのでご了承 
ください。本装置について詳しく、専門的な知識を持った保守サービス会社の保守員に 
取り付け/取り外しを行わせるようお勧めします。 

• オプションおよびケーブルは弊社が指定する部品を使用してください。指定以外の部品 
を取り付けた結果起きた装置の誤動作または故障 • 破損についての修理は有料となりま 
す0 


安全上の注意 


安全に正しくオプシヨンの取り付け/取り外しをするために次の注意事項を必ず守ってくだ 
さい。 



▲⑤ 


装置を安全にお使いいただくために次の注意事項を必ずお守りください。人が死 
亡する、または重傷を負うおそれがあります。 

• 自分で分解•修理•改造はしない 

• リチウムバッテリを取り外さない 

• プラグを差し込んだまま取り扱わない 


A 注意 

A A 

装置を安全にお使いいただくために次の注意事項を必ずお守りください。火傷や 
けがなどを負うおそれや物的損害を負うおそれがあります。詳しくは、 iii ページ 
以降の説明をご覧ください。 

• 落下注意 

• 装置を引き出した状態にしない 

• 中途半端に取り付けない 

• カバーを外したまま取り付けない 

• 指を挟まない 

• 局温注意 

AQ 
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静電気対策について 


本体内部の部品は静電気に弱い電子部品で構成されています。取り付け • 取り外しの際は静 
電気による製品の故障に十分注意してください。 

• リストストラップ(アームパンドや静電気防止手袋など)の着用 

リスト接地ストラップを手首に巻き付けてください。手に入らない場合は部品を触る前 
に筐体の塗装されていない金属表面に触れて身体に蓄積された静電気を放電します。 
また、作業中は定期的に金属表面に触れて静電気を放電するよラにしてください。 

• 作業場所の確認 

一静電気防止処理が施された床、またはコンクリートの上で作業を行います。 

ーカーペットなど静電気の発生しやすい場所で作業を行ろ場合は、静電気防止処理を 
行った上で作業を行ってください。 

• 作業台の使用 

静電気防止マットの上に本体を置き、その上で作業を行ってください。 

• 着衣 

ーウールや化学繊維でできた服を身につけて作業を行わないでください。 

一静電気防止靴を履いて作業を行ってください。 

一取り付け前に貴金属(指輪や腕輪、時計など)を外してください。 

• 部品の取り扱い 

一取り付ける部品は本体に組み込むまで静電気防止用の袋に入れておいてください。 
一各部品の縁の部分を持ち、端子や実装部品に触れないでください。 

一部品を保管•運搬する場合は、静電気防止用の袋などに入れてください。 
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取り付け/取り外しの準備 


部品の取り付け/取り外しの作業をする前に準備をします。 

I M-O • トップカバーを取り外して準備ができた後、本体を持つときに PCI ライザーを持たない 
でください。 



• 電源コードを本体から取り外した後、約5秒ほど待ってから作業を続けてください。電 
源コードを取り外してから3〜4秒ほどの間、マザーポード上の部品やリモートマネー 
ジメントカード ( RMC ) は動作を続けている場合があります。 RMC の動作が完全に停止 
してから作業を続けてください。 


卓上に設置している場合 

本体を卓上に設置している場合の手順について説明します。 

1. 0 S からシャツトダウン処理をするが POWER スイッチを押して本体の電源を OFF ( POWER ランプ 
消灯）にする。 



POWER スイッチ 


2. 本体に接続しているすべてのケープルおよび電源コードを取り外す。 


146 







トップカパーを取り付けるときは、トップカパーにあるフックと本体のフレームにある穴を 
あわせてていねいに本体に置いた後、前面へ向けてスライドさせてください。 


前面 



背面 



トップカパーの取り付け後、背面のネジで本体に固定します。 

ネジが締めづらいときはトップカバーを本体に軽く押し付けながら締めてください。 





























ラックに設置している場合 


本体をラックに設置している場合の手順について説明します。ラックからの取り外しは1人 
でもできますが、なるべく複数名で行うことをお勧めします。 



△注意 


益 〇 

装置を安全にお使いいただくために次の注意事項を必ずお守りください。火傷や 
けがなどを負うおそれや物的損害を負うおそれがあります。詳しくは、 m ページ 
以降の説明をご覧ください。 

• 落下注意 

• 装置を引き出した状態にしない 

• カバーを外したまま取り付けない 

• 指を挟まない 


1. フロントべセルを取り付けている場合はフロントベセルを取り外す (2 章参照)。 

2 . 2章を参照して本体をラックから取り外し、じょラぶで平らな机の上に置く。 

In-OD^ 

I 本体を引き出したまま放置しないでください。必ずラックから取り外してください。 

3. 背面のネジをゆるめる （ 147ページの手順3参照)。 

4. トップカパーを取り外す。 

くぼみの部分に指をかけてスライドさせてから持ち上げてください （147 ページの手順4参照)。 
トップカバーを取り付けるときは、148ページを参照して取り付けてください。 
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次の手順に従って部品の取り付け/取リ外しをします。 


八ードディスクドライブ 

本体には、最大2台のハードディスクドライプを搭載することができます。 



上面図 


標準装備のハードディスクドライブインタフェースはシリアル ATA です。 SCSI タイプの 
ハードディスクドライプを取り付ける場合は 「 SCSI コント□—ラ」を参照しながら取り付け 
てください。 



• 弊社で指定していないハードディスクドライブを使用しないでください。サードパー 
ティの八ードディスクドライブなどを取り付けると、八ードディスクドライブだけでな 
く本体が故障するおそれがあります。次に示すモデルをお買い求めください。 

- N 8150 -184(80 G 巳、7,200 rpm , SATA ) 

一 N 8150-160(36.3 GB , 15,000 rpm . Ultra 320 SCSI ) 

• 異なるインターフェースのハードディスクドライブを混在して搭載することはできませ 
ん。また、搭載する八ードディスクドライブの回転数や容量は同じものを使用してく 
ださい。 

• SATA 八ードディスクドライブ(標準装備)の場合、単体ドライブとして2台の八ードディ 
スクドライブを搭載して運用することはできません。標準装備の八ードディスクドライブ 
に八ードディスクドライブを追加する場合は、2台の八ードディスクドライブでディスク 
アレイを構築して運用します （ RA 旧1)。 RA 旧を構築するためには BIOS の 「SATA 
RAID Enable 」 のノ V ° ラメータを 「 Disabled 」 から 「 Enabled 」 に変更してください。 

また、標準装備の八ードディスクドライブの初期化などを行うため、増設の前に大切な 
データのバックアップを必ず行つてください。 

• SCSI タイプの八ードディスクドライブを取り付ける場合は標準装備の八ードディスク 
ドライブ ( SATA ) を取り外してください。また交換の前に標準装備のハードディスクド 
ライブ内にある大切なデータのバックアップを必ずとってください。 
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動作モードの設定 

ハードディスクドライプを搭載する場合は、ハードディスウドライプの動作モードをそれぞ 
れ設定してください。動作モードの設定については、ハードディスクドライプに添付の説明 
書を参照するか、ハードディスクドライプに貼り付けられているラベルを参照してくださ 
い。 

• SCSI タイプのハードディスクドライブを使用する場合 

オプションの SCSI コント□—ラボード上の SCSI コネクタにケーブルを接続します。 1 台 
目を「〇〇」、 2 台目を nm 」 に設定します。 scsi 夕ーミネータの設定は「無効」にします(別 
売の内蔵 SCSI ケーブルにターミネータコネクタが取り付けられているためです）。 

• SATA タイプの八ードディスクドライブを使用する場合 

特に設定はありません。 


取り付け 

次に示す手順でハードディスクドライブを取り付けます。 

• ここではディスクベイ1への取り付け手順を図で示していますがディスクベイ2への取り 
付けも同様の手順で行えます。 

• SCSI タイプのハードディスクドライブの取り付けには SCSI コントローラが必要です。 
「 SCSI コントローラ」 （166 ページ）も併せて参照してください。 

1. ハードディスクドライプ内の大切なデータのパックアップをとる。 

バックアップについては4章を参照してください。 

2. 146ページを参照して準備をする。 

3. ディスクペイにハードディスクドライプを搭載している場合は、ハードディスクドライプに接続 
しているケープルをすべて取り外す。 

4. ディスクペイを固定しているネジ2本を 
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5. ディスクペイを取り外す。 


八ードディスクドライブが取り付けられ 
ているディスクペイを取り外すときは落 
とさないように十分に注意してくださ 
い。 




八ードディスクドライプとディスクペイの向きについて図を参照して確認してください。また 
ハードディスクドライプとディスクベイにあるネジ穴が合っていることも確認してください。 



p-OBffi 

ネジは八一 


ドディスクドライブに添付のネジを使用してください。 
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8. ディスクベイをしっかりと持ち、本体の 
フック （2 個）をディスクペイの穴に通し 
て置き、前面へスライドさせる。 



9. 手順3で外したネジでディスクペイを固 
定する。 



ディスクベイの取り付けの際に電源ケープルなどを挟んでいないことを確認してください。 


10. 電源ケープルとインターフェースケープ 
ルを接続する。 





電源ケーブルのコネクタにケーブルキャップが取り付けられている場合は、取り外してくださ 
い。また、取り外したケーブルキャップは大切に保管しておいてください。 
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• SATA にハードディスクドライプの場合は接続するコネクタを確認してください。マザー 
ボード上の 「 SATA 1」 コネクタに接続したケープルはディスクペイ1に取り付けたハードディ 
スクへ、 「 SATA 2」 コネクタに接続したケープルはディスクペイ2に取り付けたハードディ 
スクドライプへ接続します。 



マザーボード / \ 

SATA 1 SATA 2 

• 電源ケープルはインタフェースケープルの下を通るようにケープリングしてください。 

11. 手順2と逆の手順で本体を組み立てる。 

12. BIOS セットアップユーティリティを起動して、 BIOS からハードディスクドライブが正しく認識 
されていることを確認する （175 ページ)。 

13. <2台のハードディスクドライプを RAID ドライブとして運用する場合> 

「システム BIOS のセットアップ」を参照して SATA RAID の設定を有効にし、手順14に進む。 

< RAID ドライプを構築しているハードディスクドライプのうちのどちらかを交換した場合> 

「 RAID のコンフィグレーシヨン」を参照してディスクアレイの再構築（リビルド）を行うにの場合 
は以上で手順は完了です）。 

<標準装備のハードディスクドライプを SCSI ハードディスクドライプに交換した場合> 

手順15に進む。 

14. 5章の「ディスクアレイコンフィグレーシヨン」を参照して RAID 1のディスクアレイドライプを作 
成する。 

15. システムの再セットアップをする。 

詳しくは3章を参照してください。 

16. パックアップをとっていたデータをリストアする。 

パックアップをとっていた場合はリストアしてください。詳しくは4章を参照してください。 
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取り外し 

次に示す手順でハードディスクドライプを取り外します。 

p-O • 八ードディスクドライブ内のデータについて 

DM 取り外した八ードディスクドライブに保存されている大切なデータ(例えば顧客情報や 

企業の経理情報など)が第三者へ漏浅することのないようにお客様の責任において確実 
に処分してください。 

オペレーティングシステムのコマンドを使って削除しても、見た目は消去されたように 
見えますが、実際のデータは八ードディスクドライブに書き込まれたままの状態にあり 
ます。完全に消去されていないデータは、特殊なソフトウェアにより復元され、予期せ 
ぬ用途に転用されるおそれがあります。 

このようなトラブルを回避するために市販の消去用ソフトウェア(有償)またはサービス 
(有償)を利用し、確実にデータを処分することを強くお勧めします。データの消去につ 
いての詳細は、お買い求めの販売店または保守サービス会社にお問い合わせください。 

• 電源ケーブルを取り外すときは、次の注意を守ってください。 

ーケーブルをねじらない。 

-ケーブル部分を持って引っ張らない。 

ーコネクタ部分を持ってまっすぐに引き抜く。 

• ディスクベイ2に取り付けていた八ードディスクドライブを取り外したまま使用する場 
合は、接続していた電源ケーブルのコネクタにケーブルキャップをつけてください。 
ケーブルキャップは出荷時に電源ケーブルに取り付けられていたものです（または付属 
品として添付されている場合もあります）。 


1. 146ページを参照して準備をする。 

2. ハードディスクドライプに接続しているケープルをすべて取り外す。 

3. 「取り付け」の手順4〜7を参照してディスクペイを取り外す。 

4. 「取り付け」の手順8、9を参照してハードディスクドライブを取り外す。 

5. ハードディスクを交換する場合は、ハードディスクドライプをディスクベイに取り付ける。 

6. 「取り付け」の手順10を参照してディスクペイを取り付け、ケーブルを接続する。 

7. 手順 1 と逆の手順で本体を組み立てる。 

8. ディスクアレイを構築している場合はリビルドなどの必要な作業を行ラ。 

詳しくは199ページを参照してください。 
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本体背面 


P 


© 


.0 


°1 


a 


I fJI If3I 




マザーボード 


本体前面 


出荷時には 、 DIMM #1に 
DIMM を搭載しています。 




.DIMM #4 
-DIMM #3 
-DIMM #2 
-DIMM #1 


DIMM 

DIMM (Dual Inline Memory Module ) は、本体のマザーボード上の DIMM ソケットに取り付 
けます。 

マザーボード上には DIMM を取り付けるソケットが4個あります。 

メモリは最大 4 GB まで増設できます。 

■■〇 • D 旧 M は大変静電気に弱い電子部品です。本体の金属フレーム部分などに触れて身体の 

静電気を逃がしてから D 旧 M を取り扱ってください。また、ポードの端子部分や部品を 
素手で触ったり、 D 旧 M を直接机の上に置いたりしないでください。静電気に関する説 
明は145ページで詳しく説明しています。 

• 弊社で指定していない DIMM を使用しないでください。サードパーテイの DIMM などを 
取り付けると、 DIMM だけでなく本体が故障するおそれがあります。また、これらの製 
品が原因となった故障や破損についての修理は保証期間中でも有料となります。 

また、本装置ではメモリの Dual Channel メモリモードをサボートレています。 

Dual Channel メモリモードで動作させるとメモリのデータ転送速度が2倍となります。 
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DIMM の増設順序 

DIMM は 、 Dual Channel メモリモードを使用する場合と使用しない場合で増設順序や増設単 
位が異なります。 

• Dual Channel メモリモードを使用しない場合 

増設単位および増設順序に制限はありません。 

• Dual Channel メモリモードを使用する場合 

次の条件を守ってください。 

一2枚単位で取り付けてください。 

-取り付ける2枚のメモリは同じ容量で同じ仕様のものを使ってください。 

-取り付けるスロットはスロット1と3、または2と4を一組としてください（使用する 
組に順序はありません)。 

次に搭載例を示します。 


搭載例 

Dual Channel 
メモ U モード 

スロット1 

スロット2 

スロット 3 

スロット 4 

例1 

動作する 

256MB 

DIMM (標準） 

(未搭載） 

256MB 

DIMM 

(未搭載） 

例2 

動作する 

256MB 

DIMM (標準） 

512MB 

DIMM 

256MB 

DIMM 

512MB 

DIMM 

例3 

動作しない 

256MB 

DIMM (標準） 

512MB 

DIMM 

256MB 

DIMM 

(未搭載） 

例4 

動作しない 

256MB 

DIMM (標準） 

512MB 

DIMM 

(未搭載） 

512MB 

DIMM 


取り付け 

次の手順に従って DIMM を取り付けます。 

1. 146ページを参照して準備をする。 

2. エアダクトの緑色のクリップ (2 個）を持 
ち上げて反時計回りにまわしてネジをゆ 
るめる。 


wOBra 

ドライバなどでネジを外す必要はありません。クリツプを持ち上げて回すとネジは外れます。 
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I チェック I 

ケープルをひっかけていないことを確認してください。 


4. 取り付ける DIMM ソケットの両端にある 
レバーを左右に広げ、 DIMM をソケット 
にまっすぐ押し込む。 


キースロット 

キー 

DIMM の向きに注意してください。 DIMM の端子側には誤挿入を防止するための切り欠きがあり 
ます。 

DIMM が DIMM ソケットに差し込まれるとレパーが自動的に閉じます。 

5. 手順1で取り外した部品を取り付ける。 

|チェック| 

エアダクトを取り付ける際に次の点を確認してください。 

• マザーボード上のコネクタやピン、電子部品にぶつかっていないこと。 

• 電源ユニット側にある電源ケープルがエアダクトの上に配置されていないこと。 

6. DianaScope を使って管理 PC から、本装置の BIOS セットアップユーティリティを起動して 
「 Advanced 」 メニューの 「Memory Configuration 」 で増設した DIMM が BIOS から認識されている 
こと（画面に表示されていること）を確認する （ 179ページ参照)。 

「 DianaScope 」 については EXPRESSBUILDER ( SE ) CD - ROM 内のオンラインドキュメントを参 
照してください。 

7. 「 Advanced 」 メニューの 「Reset Configuration Data 」 を 「 Yes 」 にする 0 

ハードウェアの構成情報を更新するためです。詳しくは178ページをご覧ください。 

8. BIOS セットアップユーティリティの設定を保存して終了する。 

9. DianaScope を終了する 0 
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取り外し 

次の手順に従って DIMM を取り外します。 


^ • 故障した DIMM を取り外す場合は、 POST や ESMPR 〇で表示される エラー メッセージを 

IJS 5] 確認して、取り付けている DIMM ソケットを確認してください。 

• DIMM は最低1枚搭載されていないと装置は動作しません。 


1. 146ページを参照して準備をする。 

2. エアダクトをまっすぐ持ち上げて取り外 
す 〇 



ケーブルをひっかけていないことを確認してください。 


3. 取り外す DIMM のソケットの両側にある 
レパーを左右にひろげる。 

ロックが解除され DIMM を取り外せま 
す0 
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4. 手順 1 と 2 で取り外した部品を取り付ける。 

エアダクトを取り付ける際に次の点を確認してください。 

• マザーボード上のコネクタやピン、電子部品にぶつかっていないこと。 

• 電源 ユニッ ト側にある電源ケープルが エア ダクトの上に配置されていないこと。 



5. DianaScope を使って管理 PC から、本装置の BIOS セットアップユーティリティを起動して 
「 Advanced 」 メニューの 「Memory Configuration 」 で増設した DIMM が BIOS から認識されている 
こと（画面に表示されていること）を確認する （ 179ページ参照)。 

「 DianaScope 」 については EXPRESSBUILDER ( SE ) CD - ROM 内のオンラインドキュメントを参照 
してください。 

6. 「 Advanced 」 メニューの 「Reset Configuration Data 」 を 「 Yes 」 にする 0 

J \- ドウェアの構成情報を更新するためです。詳しくは178ページをご覧ください。 

7. 故障した DIMM を交換した場合は、 「 Advanced 」 メニューの 「Memory Configuration 」 で、 
「Memory Retest 」 を 「 Yes 」 にする。 

エラー情報をクリアするためです。詳しくは179ページをご覧ください。 

8. BIOS セットアップユーティリティの設定を保存して終了する。 

9. DianaScope を終了する 0 
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PCI ポード 


本体のマザーボード上にはライザーカードが搭載されています。ライザーカードには 、 PCI 
ボードを取り付けることのできるスロットが2個あります。 

n -〇 pci ポードやライザーカードは大変静電気に弱い電子部品です。本体の金属フレーム部分な 
どに触れて身体の静電気を逃がしてからポードを取り扱ってください。また、 pci ポードお 
よびライザーカードの端子部分やポードに実装されている部品の信号ピンに触れたり 、 PCI 
ポードおよびライザカードを直接机の上に置いたりしないでください。静電気に関する説明 
は145ページで詳しく説明しています。 


ライザー カー ド 

PCI-X#2 側 | PCI-X#1 側 






スロット（バス A) 





PCI-X#1 

PCI-X#2 


型名 

部品名 

PCI スロット 

64bit/66MHz 

64bit/66MHz 

備考 

スロットサイズ 

Low Profile 

Full Height 



PCI ポードタイプ 

3.3V 

3.3V 




搭載可能なポードタイプ 

MD2 

ショー ト 


N 8103 -75 

SCSI コント□—ラ 

- 

〇 


N 8104 -115 

1000 BASE-T 接続ボード 

〇 

- 

いずれが1枚のみ搭載 
可。 

N8 104- 109 

1000 BASE-SX 接続ボード 

〇 

— 

N8191-07 

ICM 巳コネクタ 

一 

〇 
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取り付け 

次の手順に従って PCI ボードスロットにボードを取り付けます。 


^ PCI ポードを取り付けるときは、ボードの接続部の形状と PCI ボードスロットのコネクタ形 
状が合っていることを確認してください。 

I 胃一〇 本装置に取り付けることのできる pci ボードはシヨートタイプのみです。□ングタイプは取 
隨^ り付けることができません。 


1 . 146ページを参照して準備をする。 

2. ライザーカードを固定しているネジ1本 
を外す。 



3. ライザ_力_ドの両端を持ってまっすぐ 
持ち上げて本体がら取り外す。 



4. ライザーカードからネジ 1 本を外し、 
設ス□ットカパーを取り外す。 


増 





|?rO 圍 

|取り外した* 


た増設ス□ットカバーは、大切に保管しておいてください。 


5. ライザーカードに PCI ボードを取り付け 
る 0 

ライザーカードのスロット部分と PCI 
ボードの端子部分を合わせて、確実に差 
し込みます。 





ライザーカードや PCI ポードの端子部分およびポードに実装されている電子部品の信号ピン 
には触れないでください。汚れや油が付いた状態で取り付けると誤動作の原因となります。 

うまくポードを取り付けられないときは、ポードをいったん取り外してから取り付け直して 
ください。ポードに過度の力を加えると PCI ポードやライザーカードを破損するおそれがあ 
りますので注意してください。 




PCI ボードのプラケットの端が、ライザーカードのフレーム穴に差し込まれていることを確認し 
てください。 


6. PCI ポードを手順3で外したネジで固定する。 



フルハイト側 
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7. ライザーカードをマザーボードのスロッ 
卜に接続する。 

ライザ_力_ドの端子部分とマザーボー 
ド上のスロット部分を合わせて、確実に 
差し込みます。 



IチェックI 

差し込む際にライザーカードのフレームにある、筐体フレームに引っかけるためのツメが正し 
く勘合していることを確認してください。また、差し込んだ後、図のようにライザーカードの 
フレームを指で押し、ライザーカードの端子部分が完全に見えなくなるまで押し込んでくださ 
い。 


8. 取り外した部品を取り付ける。 

9. DianaScope を使って本装置の BIOS セットアップユーティリティを起動して、 「 Advanced 」 メ 
ニューの 「Reset Configuration Data 」 を 「 Yes 」 にする。 

ハードウェアの構成情報を更新するためです。詳しくは178ページをご覧ください。また、必要 
に応じて搭載したボードが持つオプション ROM の展開をするかどうかを確認してください。 

DianaScope については EXPRESSBUILDER ( S 0 CD - ROM 内のオンラインドキュメントを参照し 
てください。 

10. オプションのディスクアレイコントローラを取り付けた場合は、 RAID のコンフイグレーシヨンヲ 
スル。 


コンフィグレーションは本装置にキボードとディスプレイ(必要に応じてマウス）を接続して行い 
ます。コンフィグレーションの手順についてはオプションのディスクアレイコント□—ラに添付 
の説明書を参照してください。 


164 





取り外し 

ボードの取り外しは、取り付けの逆の手順を行ってください。 

ボードをしっかりと持って取り外してください。また、取り外しの際に本体が動かないよう 
別の人に本体を押さえても6いながら取り外しを行ってください。 

H -〇 PCI スロットに搭載したオプションの LAN ポードに接続したケーブルを抜くときは、コネ 
匿^ クタのツメが手では押しにくくなっているため、マイナスドライパなどを使用してツメを押 
して抜いてください。その際に、マイナスドライバなどが LAN ボートやその他のポートを 
破損しないよう十分に注意してください。 

ボードを取り外したまま運用する場合は、ライザーカードに取り付けられていた增設ス□ッ 
卜カパーを必ず取り付けてください。増設ス□ットカパーはネジで固定してください。 

I H -〇 ポードの取り外しや交換.取り付けスロットの変更をした場合は、 DianaScope を使って 
本装置の BIOS セットアップ ユー ティリティを起動して、 「 Advanced 」 メニューの 「Reset 
Configuration Data 」 を 「 Yes 」 にして、ハードウエアの構成情報を更新してください。 
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SCSI コント□ーラ 


SCSI コントローラを搭載すると内蔵のハードディスクドライプに SCSI タイプを使用するこ 
とができます。 SCSI タイプの内蔵ハードディスクドライブを使用している場合は、増設し 
た SCSI コントローラに外付けの SCSI 機器を接続することはできません。 

次の手順に従ってポードの取り付け、ハードディスウドライブの交換、ケーブルの交換をし 
てください。 

M-O SCSI コント□ーラは大変静電気に弱い電子部品です。本体の金属フレーム部分などに触れ 
て身体の静電気を逃がしてからポードを取り扱ってください。また、ポードの端子部分や部 
品を素手で触ったり、ポードを直接机の上に置いたりしないでください。静電気に関する説 
明は145ページで詳しく説明しています。 

^ SCSI コントローラを取り付ける場合は、 BIOS セットアップユーティリティの 「 Advanced 」 
| 3 ：エッ ^71 メニューの 「PCI Configuration 」 で 「PCI Slot n Option ROMJ(n :スロット番号）のパラ 
メータが 「 Enabled 」 になっていることを確認してください。 


ケーブルの折りたたみ 

別売のインタフェースケープル ( K 410 -128(00)) を取り付ける場合、ケーブルの折りたたみ 
が必要です。この後の「ディスクアレイコントローラ」を参考にケープルを折りたたんでくだ 
さい。 

■； SCSI コントローラに接続するコネクタ側は SCSI コントローラにあるコネクタの位置にあわ 

せて折り曲げて長さを調節してください。 


5 1 トロ-ラ r ^ 7 ： ^~~^^ 

( scsi ) 側 yu —^- y ——!——^- ^~乙 -- 

--- 山折り ディスクペイ2へ ディスクペイ1へ ターミネータ 

一一谷折り 





























取り付け 

次の手順に従って PCI ボードスロットに SCSI コント□—ラを取り付けます。 

1. 標準装備のハードディスクドライプ内の大切なデータのバックアップをとる。 

詳しくは4章を参照してください。 

2. 146ページを参照して準備をする。 

3. 「ハードディスクドライプ」の「取り付け」 （150 ページ)を参照して搭載しているハードディスクド 
ライプ ( SATA ) をすベて取り外し、 SCSI タイプのハードディスクドライプを取り付ける。 

I チェック I 

• 取り付ける前に SCSI ID の設定を確認して<ださい。ディスクペイ1に取り付けるハード 
ディスクドライプを SCSI IDO に，ディスクペイ2に取り付けるハードディスクドライプを 
SCSI ID 1 に設定します。 

»取り外したハードディスクドライプ ( SATA ) は大切に保管しておいてください。 

4. 「 PCI ポード」の「取り付け」の手順を参照して SCSI コントローラを取り付ける。 

5. 電源ケープルをハードディスクドライプに接続する。 

P 3 コネクタを SCSI IDO のハードディスクドライプに、 P 2 コネクタを SCSI ID 1のハードディスク 
に接続します。 

電源ケープルは SCSI ケープルの下を通して < ださい。 

6. SCSI ケープルをマザーボード用の電源ケープルの上を通るよラに配線した後、ハードディスクド 
ライプと接続する。 

7. 手順1で取り外した部品を取り付ける。 


取り外し 

ボードの取り外しは、取り付けの逆の手順を行ってください。 

また、ポードを取り外したまま運用する場合は、ライザーカードに取り付けられていた増設 
スロッ トカパーを必ず取り付けてください。増設 ス□ッ トカパーはネジで固定してくださ 
い。 


設定と管理 

SCSI コント□—ラに接続しているデパイスとの転送レートなどの設定は、 SCSI コント□一 
ラ上のチップに搭載されている 「 SCSISe / ecd ユーティリティなどを使用します。 
SCSISe / ec 財本体の電源を ON にした直後に起動する POST の途中で起動することができま 
す。詳しくは、 SCSI コントローラに添付の説明書を参照してください。 
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システム BIOS のセツトアップ ( SETUP ) 


Basic Input Output System ( BIOS ) の設定方法について説明します。 

導入時やオプションの増設/取り外し時にはここで説玥する内容をよ<理解して、正しく設定してくださ 
い。 



SETUP はハードウエアの基本設定をするためのユーティリティツールです。このユーティ 
リティは本体内のフラッシュメモリに標準でインストールされているため、専用のユーティ 
リティなどがなくても実行できます。 

SETUP で設定される内容は、出荷時に最も標準で最適な状態に設定していますのでほとん 
どの場合において SETUP を使用する必要はありませんが、この後に説明するような場合な 
ど必要に応じて使用してください。 

两~〇 • SETUP の操作は、システム管理者（アドミニストレータ）が行ってください。 

胃 3 • SETUP では、パスワードを設定することができます。パスワードには、 
「 Supervisor 」 と 「 User 」 の 2 つのレベルがあります。 「 Supervisor 」 レベルのパスワー 
ドで SETUP にアクセスした場合、すべての項目の変更ができます。 「 Supervisor 」 の 
パスワードが設定されている場合、 「 User 」 レベルのパスワードでは、設定内容を変更 
できる項目が限られます。 

• 0 S (オペレーティングシステム）をインストールする前にパスワードを設定しないでく 
ださい。 

• SETUP ユーティリティは、最新のパ'ージョンがインストールされています。このため 
設定画面が本書で説明している内容と異なる場合があります。設定項目については、才 
ンラインヘルプを参照するか、保守サービス会社に問い合わせてください。 
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起動と操作には 「 DianaScope 」 をインストールしたコンピュータ(管理 PC ) が必要です。詳し 
くは EXPRESSBUILDER ( SE ) CD - ROM 内のオンラインドキュメントを参照してください。 
本体の電源を ON にすると管理 PC のディスプレイ装置の画画こ POST (Power On Self - Test ) 
の実行内容が表示されます。 「 NEC 」 ロゴが表示された場合は、 < Esc > キーを押してくださ 
い。 

しばらくすると、次のメッセージが画面左下に表示されます。 

Press <F2> to enter SETUP or Press <F12> to boot from Network 

ここで < F 2> キーを押すと、 SETUP が起動して Main メニュー画面を表示します。 

以前に SETUP を起動してパスワードを設定している場合は、パスワードを入力する画面が 
表示されます。パスワードを入力してください。 

Enter password:[ ] 

パスワードの入力は、3回まで行えます。3回とも誤ったパスワードを入力すると、本装置は 
動作を停止します（これより先の操作を行えません)。電源を OFF にしてください。 

パスワードには、 「 Supervisor 」 と 「 User 」 の2種類のパスワードがあります。 「 Superoisor 」 で 
^ - は、 SETUP でのすベての設定の状態を確認したり、それらを変更したりすることができま 
す。 「 User 」 では、確認できる設定や、変更できる設定に制限があります。 
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キーと画面の説明 


管理 PC のキーボード上の次のキーを使って SETUP を操作します（キーの機能については、 
画面下にも表示されています）。 


サブメニューが 
あることを示す 


PhoenixBIOS Setup U 



現在表示しているメニューを示す 


設定項目 


► System Management 

► Console Redirection 

► Event Log Contiguration 

Assert NMI on SERR : 
FRB-2 Policy: 

Monitor: 

r Boot monitor Policy: 
Thermal Sensor: 

BMC IRQ: 

Post Error Pause : 
AC-LINK : 

Power On Delay Time: 
Platform Event Filtering 


Item Specific Help 


[Enabled] 

[Retry 3 Times] 
[Disabled ： 
CRercy 3 Times] 
EEnabVedD 
CIRQ IT 
[Enabled ： 

[Last Sta~ 

: 0： 

[Enabled] 


Additional setup menu to 
view server managment 
features. 


FI Help 
Esc Exit 


Select Item 
Select Menu 




-/ + Change ' 
Enter Select | 


F9 Setup Defaults 
F10 Save and Exit 


キーの 機能説日月 


パラメータ（選択すると文字が反転する） 


□ 力ーソルキー（丨、 I ) 

画面に表示されている項目を選択します。文字の表示が反転している項目が現在選択さ 
れています。 

□ 力ーソルキー（—、 一) 

Main や Advanced 、 Security 、 Server 、 Boot 、 Exit などのメニューを選択します。 

□ <— > キ ー /<+> キー 

選択している項目の値(パラメータ）を変更します。サブメニュ ー( 項目の前に「►」がつい 
ているもの）を選択している場合、このキーは無効です。 

□ < Ente 「> キー 

選択したパラメータの決定を行うときに押します。 

□ < Esc > キー 

ひとつ前の画面に戻ります。押し続けると 「 Exit 」 メニューに進みます。 

□ < F 1> キー 

SETUP の操作でわからないことがあったときはこのキーを押してください。 SETUP の 
操作についてのヘルプ画面が表示されます。 < Esc > キーを押すと、元の画面に戻りま 
す。 

□ く F 9> キー 

現在表示している項目のパラメータをデフォルトのパラメータに戻します(出荷時のパラ 
メータと異なる場合があります）。 

□ <F10>+- 

設定したパラメータを保存して SETUP を終了します。 
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設定例 


次にソフトウエアと連携した機能や、システムとして運用するときに必要となる機能の設定 
例を示します。 


日付 • 時間の設定 


日付や時間の設定は、オペレーティングシステム上でもできます。 

「Main」—「System Time」 （時刻の設定） 

「Main」—「System Date」 （日付の設定） 

「 ESMPRO / ServerManager 」 を使ってネットワーク経由で本体の電源を制御する 

rAdvancedJ-^rAdvanced Chipset Cont「ol」-*fWake On LAN/PME」-»fEnabled」 
f ServerJ-^f AC-LINKJ-^f StayOffJ 


八ードディスクドライブ関連 


八ードディスクドライブの状態を確認する 

「Main」-»f Serial AT A Channel 0 Master/Serial AT A Channel 1 Master」— 表示を確認す 
る 

シリアル ATA ハードディスクドライブで RAID を組む 

rAdvancedJ-rSATARAID Enable」—「Enable」— 再起動後、 RAID のコンフィグレーション 
をする （199 ページ参照） 

I p -〇 「Load Setup Default 」 や CMOS クリアを行った場合は必ず、 「 Enabled 」 に設定を戻して 
ください。初期値 (「 Disabled 」) のまま起動するとハードディスクドライブのデータが壊れ 
る場合があります。 


UPS 関連 


UPS と電源連動させる 

— UPS から電源が供給されたら常に電源を〇 N させる 
rServerJ-^rAC-LINKJ->rPower OnJ 
— UPS から電源が供給されても電源を〇 FF のままにする 
f ServerJ-^f AC-LINKJ-^f StayOffJ 
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起動関連 


本体に接続している起動デバイスの順番を変える 

「 Boot 」— 起動順序を設定する 

POST の実行内容を表示する 

|7\ d \/ anced 」一> rBoot-time Diagnostic Screen 」 一 「 Enabled 」 

コンソール端末から制御する 

fServerJ->fConsole Redirection 」— それぞれの設定をする 


搭載しているメモリ （ DIMM ) の状態を確認する 

rAdvanced」—「Memory Configuration 」— 表示を確認する 

画面に表示されている DIMM グループとマザーボード上のソケットの位置は下図のよラに対 
応しています。 






.DIMM #4 
-DIMM #3 
-DIMM #2 
-DIMM #1 


本体前面 


H "1 MB 」— 再起動する 



本体背面 




〇 1 


a 


— 





U 




〇 



〇 


マザーボード 


メモリ （ DIMM ) のエラー情報をクリアする 

「 Advanced」—「Memory Configuration」—「Memory Retest 」一>「 Y ( 
<巳1^6「>キ ^ 再起動するとクリアされる 

メモリ （ DIMM ) の詳細テストを実行する 

I " Advanced 」一 *fMemory Gonfiguration 」一 >rtxtended RAM StepJ 
と詳細テストを実行する 


メモリ関連 
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CPU 関連 


搭載している CPU の状態を確認する 

「 Main」—「Processor SettingsJ-^rProcessor 1 CPUIDJ — 表示を確認する 

CPU のエラー情報をクリアする 

「 Main _ H 「 P 「 ocesso 「 Settings」->fProcessor Retest 」—「 Yes _ K 再起動するとクリアされ 
る 


キーボー ド関連 


Numlock を設定する 

f Advanced 」— fNumLock」-»f Off (起動時に無効 ) /On (起動時に有効)」 


ィベントログ関連 


イベントログをクリアする 

「 Server」—「Event Log Configuration」—「Clear All Event LogsJ -^ Enter 〉 キ—►再起動 
するとクリアされる 



巳 IOS レベルでのパスワードを設定する 

rSecurityJ^rSet Supervisor Password 」— パスワードを入力する 

「 Security」—「Set User Password 」— パスワードを入力する 

管理者パスワード ( Supervisor ） 、 ユーザーパスワード （ User ) の順に設定します。 


外付け周辺機器関連 


夕水付け周辺機器に対する設定をする 

「 Advanced」-*fPeripheral Configuration 」- ►それぞれの機器に対して設定をする 


内蔵機器関連 


本体内蔵のコント□ーラに対する設定をする 

rAdvancedJ-^rAdvanced Chipset Control」—「PCI Device 」— それぞれのデバイスに対し 
て設定をする 

取り付けたオプションの PCI ポードの ROM 展開を有効にする。 

「 Advanced」—「PCI Configuration」—「PCI Slot n Option ROM(n :ス□ット番号)」— 
厂 Enabled 」 

八ードウエアの構成情報をクリアする（内蔵機器の取り付け/取り外しの後） 

r /\ dvanced 」一 >fReset Configuration Data 」一* fYes 」 
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設定内容のセーブ関連 


n -〇 本体標準装備の HostRAID を使用してシリアル ATA 八ードディスクドライブをディスクア 
レイで使用している場合は必ず、 「 Advanced 」 メニューの 「SATA RAID Enable 」 を 
「 Enabled 」 に設定してください。初期値 (「 Disabled 」） のまま起動するとハードディスクド 
ライブのデータが壊れる場合があります。 

BIOS の設定内容を保存して終了する 

「 Exit」-*fExit Saving Changes 」 

変更した BIOS の設定を破棄して終了 

rExit 」一 >rExit Discarding Changes 」 

BIOS の設定をデフォルトの設定に戻す 

「 ExitJ -^ ri-oad Setup Defaults 」 

変更した BIOS の設定を破棄する 

「 Exit 」 一 「Discard Changes 」 

現在の設定内容を保存する 

「 ExitJ-^rSave Changes 」 
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パラメータと説明 


SETUP には大きく 6種類のメニューがあります。 

參 Main メニュー 

• Advanced メニュー 

• Security メニュー 

• Serve 「メニュー 

• Boot メニュー 

• Exit メニュー 

このメニューの中からサブメニューを選択することによって、さらに詳細な機能の設定がで 
きます。次に画面に表示されるメニュー別に設定できる機能やパラメータ、出荷時の設定を 
説明をします。 

Main 

SETUP を起動すると、はじめに Main メニューが表示されます。項目の前に「」がついている 
メニューは、選択して < Ente 「> キーを押すとサブメニューが表示されます。 



Main メニューの画面上で設定できる項目とその機能を示します。 


システムの拡張とコンフイグレ—シヨン 
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項目 

パラメータ 

説明 

System Time 

HH:MM:SS 

時刻の設定をします。 

System Date 

MM/DD/YYYY 

日付の設定をします。 

l_egacy Diskette A 

Disabled 

フロッピーディスクドライブ（標準装 


360 Kb 5 1/4 

1.2 MB 51/4 

720 Kb 31/2 
[1.44/1.25MB 31/2] 

2.88 MB 31/2 

備）の設定をします。 

Legacy Diskette B 

[Disabled] 

本装置には 2 台目のフ□ッピーディスクド 


360 Kb 51/4 

ライプはありません。出荷時の設定のま 


1.2 MB 51/4 

720 Kb 31/2 

1.44/1.25MB 31/2 

2.88 MB 31/2 

まにしておいて<ださい。 

Hard Disk Pre-Delay 

[Disabled] 

POST 中に初めて内蔵の IDE ハードディス 


3 Seconds 

クドライプにアクセスする際にハードデ 


6 Seconds 

ィスクドライプの準備のための待ち時間 


9 Seconds 

12 Seconds 

15 Seconds 

21 Seconds 

30 Seconds 

を設定します。 

Primary IDE Master 

— 

それぞれのチャネルに接続されているデ 

Primary IDE Slave 


バイスのタイプを表示します。 

Secondary IDE Master 


シリアル ATA に接続されたデパイスの情 

Secondary IDE Slave 


報は Primary IDE のエリアに表示されま 

Serial AT A Channel 0 


す。 

Master 


一部設定を変更できる項目があります 

Serial AT A Channel 1 


が、出荷時の設定のままにしておいてく 

Master 


ださい。 

Processor Settings 

_ 

サブメニューを表示します。次ページを 
参照してください。 

Language 

[English(US)] 

Francais 

Deutsch 

Espa 门 ol 

Italiano 

SETUP で表示する言語を選択します。 


[]: 出荷時の設定 


p -〇 BIOS のパラメータで時刻や日付の設定が正しく設定されているか必ず確認してください。 
次の条件に当てはまる場合は、運用の前にシステム時計の確認 • 調整をしてください。 

• 装置の輸送後 

• 装置の保管後 

• 装置の動作を保証する環境条件(温度：1 0° C 〜 35 °C • 湿度： 20%〜80%)から外れた 
条件下で休止状態にした後 

システム時計は毎月1回程度の割合で確認してください。また、高い時刻の精度を要求する 
ようなシステムに組み込む場合は、タイムサーバ ( NTP サーバ)などを利用して運用するこ 
とをお勧めします。 

システム時計を調整しても時間の経過と共に著しい遅れや進みが生じる場合は、お買い求め 
の販売店、または保守サービス会社に保守を依頼してください。 




Processor Settings 

Main メニューで 「Processor Settings 」 を選択すると、以下の画面が表示されます。 


項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説明 

Processor Retest 

[No] 

Yes 

プロセッサの エラー 情報をクリアし、次 
回起動時にすべてのプロセッサに対して 
テストを行います。このオプションは次 
回起動時に自動的に「N0」に切り替わり 
ます。 

Processor Speed 

nnn GHz 

プ□セッサの動作周波数を表示します 
(表示のみ）。 

Processor 1 CPUID 

数値 (OFxx) 

Disabled 

数値の場合はプ□セッサの ID を示しま 
す。 「Disabled」 はプロセッサの故障を 
示します（表示のみ）。 

Processor 1 L2 Cache 

nnn KB 

プロセッサの二次キャッシュサイズを表 
示します（表示のみ）。 

Hyper-Threading 

[Enabled] 

1つの物理 CPU を2つの論理 CPU としてみ 

Technology 

Disabled 

せて動作させる機能です。 Enabled に設 
定すると1つの CPU が2つに見えます。 

注： Hyper-threading Technology 
は、 Hyper-threading Technology に対 J 心 
した CPU を搭載した場合のみ表示されま 
す。 


[]： 出荷時の設定 
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Advanced 

力ーソルを 「 Advanced 」 の位置に移動させると、 Advanced メニューが表示されます。 


項目の前に「►」がついているメニューは、選択して < Ente 「> キーを押すとサブメニューが表 
示されます。 


PhoenixBIOS Setup Utility 


: Help 


► Memory Configuration 
卜 PCI Configuration 

► Peripheral Configuraion 
卜 Advanced Chipset Control 

Boot-time Diagnostic Screen : [Disabled] 

Reset Configuration Data : [No] 

NumLock : [Off] 

Memory/Processor Error : [Boot] 

SATA RAID Enable : [Disabled] 

Multiprocessor specification : [1.4] 


Additional setup 
menus to configure 
Memory devices. 


Help 

Exit 


Select Item 
Select Menu 


Change Values 
Select ► Sub-Menu 


F9 Setup Defaults 
F10 Save and Exit 


項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説明 

Boot-time Diagnostic Screen 

Enabled 

起動時の自己診断 (POST) の実行画面 


[Disabled] 

を表示させるか、表示させないかを設定 
します。 「Disabled」 に設定する 
と、 POST の間、 「NEC」 ロゴが表示さ 
れます。（ここでく Esc> キーを押す 
と POST の実行画面に切り替わりま 
す。 ) 

Reset Configuration Data 

[No] 

Configuration Data(POST で記憶してい 


Yes 

るシステム情報）をクリアするときは 
「Yes」 に設定します。システムの起動後 
にこのパラメータは 「No」 に切り替わり 
ます。 

NumLock 

[Off] 

システム起動時に Numlock の有効/無効を 


On 

設定します。 

Memory/Processor Error 

[Boot] 

POST 中にメモリや CPU のエラーを検出 


Halt 

したときに POST を中断するかどラかを 
設定します。 

SATA RAID Enable 

[Disabled] 

オンボード上の SATA インタフェースを 


Enabled 

使ったハードディスクドライプの RAID 
(ディスクアレイ）の有効/無効を設定し 
ます。本装置ではハードディスクドライ 
プを増設する場合は、必ず 「Enabled」 に 
設定を変更する必要があります。 

注：異なる設定で SATA ハードディスク 
ドライプがら起動するとデータが壊れる 
おそれがあります。 

Multiprocessor 

[1.4] 

マルチプロセッサ仕様で対応するパージ 

Specification 

1.1 

ヨンを選択します。 


[]： 出荷時の設定 



















Memory Configuration 


Advanced メ ニ: 
す。 


-で 「Memory Configuration 」 を選択すると、以下の画面が表示されま 


PhoenixBIOS Setup Utility 



項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説明 

System Memory 

— 

本体内蔵の基本メモリ容量を表示します 
(表示のみ）。 

Extended Memory 

— 

本体に内蔵された拡張メモリの総容量を 
表示します（表示のみ）。 

DIMM Group #1-#4 Status 

Normal 

Not Installed 

Disabled 

DIMM の状態を表示します（表示のみ）。 
「 Normal 」 は DIMM が取り付けられてい 
て、正常であることを 、 「Not 

Installed 」 は DIMM が取り付けられていて 
いないことを示します。 「 Disabled 」 

は DIMM が故障していることを示します。 

Memory Retest 

[ No ] 

Yes 

メモリ ( DIMM ) の詳細テストを実行するか 
どうかを設定します。 

Extended RAM Step 

1 MB 

[ Disabled ] 

拡張メモリに対するテストを実行するか 
どうか、および実行する際のプロックサ 
イズを設定します。 


[]： 出荷時の設定 
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PCI Configuration 


Advanced メニューで 「PCI Configuration 」 を選択すると、以下の画面が表示されます。項 
目の前に「►」がついているメニューは、選択して < Enter > キーを押すとサブメニューが表示 
されます。 


PhoenixBIOS Setup Utility 

Advanced 


PCI Configuration 

Item Specific Help 

卜 Embedded NIC (Gbit #1 〉 

► Embedded Video Controller 

► Embedded NIC (Gbit #2) 

PCI Slot 1Option ROM : [Enabled] 

PCI Slot 2 Option ROM : [Enabled] 

Additional setup menus 
to configure embedded 

CSA LAN controller. 


FI Help f i Select Item - / + Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit --Select Menu Enter Select ^ Sub-Menu F10 Save and Exit 



項目 

パラメータ 

説明 

PCI Slot 1 Option POM 

PCI Slot 2 Option POM 

[ Enabled ] 

Disabled 

PCI ス□ットに接続されているデバイス 
(ボード）に搭載されている BIOS の有 
効/無効を設定するサブメニューを表示し 
ます。オプション ROM BIOS を搭載し 
た LAN コント□—ラボードを使用してい 
て、このボードからネットワークプート 
をしないときは 「 Disabled 」 にしてくだ 
さい。オプション ROM の展開を無効にす 
ることにより、メモリの消費を防ぎ、起 
動時間を短縮させることができます。 


[]： 出荷時の設定 


Embedded NIC (Gbit #1) 


項目 

パラメータ 

説明 

Onboard CSA LAN Control 

[ Enabled ] 

オンボード上の LAN コントローラの有効/ 


Disabled 

無効を設定します。 

Option ROM Scan 

[ Enabled ] 

オンボード上の LAN コント□—ラの BIOS 


Disabled 

の展開の有効/無効を設定するサプメニュ 



_ を表示します。 


[]： 出荷時の設定 



















項目 

パラメータ 

説明 

Onboard VGA Control 

[Enabled] 

Disabled 

オンポード上のグラフ ィッ クスコントロ 
ーラの有効/無効を設定します。 


[]: 出荷時の設定 


Embedded NIC (Gbit #2) 


項目 

パラメータ 

説明 

Onboard KENAI Control 

[Enabled] 

オン ボー ド上の KENAI LAN コント ローラ 


Disabled 

の有効/無効を設定します。 

Option ROM Scan 

[Enabled] 

オンボード上のネットワークコント□— 


Disabled 

ラの BIOS の展開の有効/無効を設定する 
サブメニューを表示します。 


[]： 出荷時の設定 


Peripheral Configuration 

Advanced メニューで 「Peripheral Configuration 」 を選択すると、以下の画面が表示されま 
す0 



項目については次の表を参照してください。 

I n -〇 割り込みやベース1/◦アドレスが他と重複しないように注意してください。設定した値が他 
のリソースで使用されている場合は黄色の「*」が表示されます。黄色の「*」が表示されて 
し、る項目は設定し直してください。 


Embedded Video Controller 
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項目 

パラメータ 

説明 

Serial Port A 

Disabled 

[ Enabled ] 

シリアルポート A を使用するかどうかを指 
定します。 

Base I/O Adress 

[3 F 8] 

2 F 8 

3 E 8 

2 E 8 

シリアルポート A に割り当てる l /〇アドレ 
スを指定します。 

Interrupt 

IRQ 3 
[IRQ 4] 

シリアルポート A に割り当てる割り込みを 
指定します。 

Serial Port B 

Disabled 

[ Enabled ] 

シリアルポート B を使用するかどうかを指 
定します。 

Base I/O Adress 

3 F 8 

[2 F 8] 

3 E 8 

2 E 8 

シリアルポート B に割り当てる l /〇アドレ 
スを指定します。 

Interrupt 

[IRQ 3] 

IRQ 4 

シリアルポート巳に割り当てる割り込みを 
指定します。 

Parallel Port 

Disabled 

パラレルポートを使用するかどうがを指 
定します。本装置では機能しません。 

Mode 

— 

パラレルポートに割り当てるモードを指 
定します。本装置では機能しません。 

PS /2 Mouse 

Disabled 

[ Enabled ] 

PS /2 マウスの有効/無効を設定します。 

USB Controller 

Disabled 

[ Enabled ] 

USB 機器の有効/無効を設定します。 

Legacy USB Support 

Disabled 

[ Enabled ] 

USB を正式にサポートしていない〇 S で 
も USB キーボードが使用できるようにす 
るかどうかを設定します。 

Serial AT A 

Disabled 

[ Enabled ] 

シリアル ATA の有効/無効を設定します。 


[]: 出荷時の設定 




Advanced Chipset Control 

Advanced メニューで 「Advanced Chipset Control 」 を選択すると、以下の画面が表示され 
ます。項目の前に「►」がついているメニューは、選択して < Ente 「> キーを押すとサプメ 
ニューが表示されます。 



項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説明 

Wake On LAN/PME 

Disabled 

ネットワークを介したリモートパワーオ 


[ Enabled ] 

ン機能の有効/無効を設定します。 

Wake On Ring 

[ Disabled ] 

シリアルポートを介したリ モー トパワー 


Enabled 

オン機能の有効/無効を設定します。 

Wake On RTC Alarm 

[ Disabled ] 

リアルタイムクロックを利用したスケジ 


Enabled 

ユーリングパワーオン機能の有効/無効を 
設定します。 


[]： 出荷時の設定 
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PCI Device 


Advanced メニューの 「Advanced Chipset Control 」 で 「PCI Device 」 を選択すると、以下の 
画面が表示されます。 


PhoenixBIOS Setup Utility 

H Advanced ■ 



項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説明 

PCI IRQ line 1〜2 

Disabled 
[Auto Select ] 

IRQ 3 

IRQ 4 

IRQ 5 

IRQ 6 

IRQ 7 

IRQ 9 

IRQ 10 

IRQ 11 

IRQ 12 

IRQ 14 

IRQ 15 

PCI バスにある 2 本の割り込み信号をど 
の IRQ リクエストに割り当てるかを設定し 
ます。 


[]： 出荷時の設定 















Security 

カーソルを 「 Security 」 の位置に移動させると、 Security メニューが表示されます。 


PhoenixBIOS Setup Utility 

Security | 


User Password Is : 


Item Specific Help 

Clear 

Supervisor Password 

Supervisor Password Is : 

Set User Password 

Set Supervisor Password 

[Enter] 

cBTOH] 

controls access to the 
setup utility. 

Password on boot : 

[Disabled] 


Fixed disk boot sector : 

[NormalH 


Floppy Write Protect : 

[Disabled] 



FI Help t | Select Item - / + Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit ~~>• Select Menu Enter Select k Sub-Menu F10 Save and Exit 


Set Supervisor Password もしくは Set User Password のどちらかでく Enter 〉 キーを押す 
とパスワードの登録/変更画面が表示されます。 

ここでパスワードの設定を行います。 

p -〇 • 「User Password 」 は、 「Supervisor Password 」 を設定していないと設定できませ 
UWm ん。 

• OS のインス I -ール前にパスワードを設定しないでください。 

• パスワードを忘れてしまった場合は、「リセットとクリア」を参照して消去してくださ 
い0 

各項目については次ページの表を参照してください。 
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項目 

パラメータ 

説明 

User Password Is 

Clear 

パスワードの設定状態を示します。 

Supervisor Password Is 

Clear 

パスワードの設定状態を示します。 

Set User Password * 

7 文字までの英数字 

<巳1^6「>キ_を押すとユーザーのパスワー 
ド入力画面になります。このパスワード 
では SETUP メニューへのアクセスが制限 
されます。 

Set Supervisor Password 

7 文字までの英数字 

く巳门セ ㊀ レキーを押すとスー八パイザのパ 
スワード入力画面になります。このパス 
ワードですベての SETUP メニューにアク 
セスできます。この設定は、 SETUP を起 
動したときのパスワードの入力で 
「 Supervisor 」 でログオンしたときのみ 
設定できます。 

Password on boot * 

[ Disabled ] 

Enabled 

起動時にパスワードの入力を行う/行わな 
いの設定をします。先にスーパーバイザ 
のパスワードを設定する必要がありま 
す。もし、スーパーバイザのパスワード 
が設定されていて、このオプションが無 
効の場合は BIOS はユーザーが起動してい 
ると判断します。 

Fixed disk boot sector 

[ Normal ] 

Write Protect 

ハードディスクドライプのプートセクタ 
への書き込みを許可するか禁止するかど 
ラかを設定します。 

Floppy Write Protect 

[ Disabled ] 

Enabled 

フロッピーディスクドライプにセットし 
たフロッピーディスクへの書き込み権限 
を指定します。 


*「Set Supervisor Password 」 でパスワードを登録したときに指定できます。 


[]: 出荷時の設定 




Server 

力ーソルを 「 Server 」 の位置に移動させると、 Server メニューが表示されます。 

Server メニューで設定できる項目とその機能を示します。項目の前に「►」がついているメ 
ニューは、選択して < Ente 「> キーを押すとサブメニューが表示されます。 



各項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説明 

Assert NMI on SERR 

Disabled 

[ Enabled ] 

PCI SERR のサボートを設定します。 

FRB -2 Policy 

Disable FRB 2 Timer 
[Retry 3 Times ] 

FRB レペル2のタイマに関する設定をし 
ます。 

Boot Monitor 

[ Disabled ] 

5 Minutes から 

60 Minutes の 5 分単位 

起動監視機能の有効/無効とタイムアウト 
までの時間を設定します。この機能を使 
用する場合は、 ESMPRO/ServerAgent 
をインストールしてください。 

ESMPR 〇 /ServerAgent をインストール 
していない〇 S から起動する場合には、こ 
の機能を無効にしてください。 

Boot Monitor Policy 

[Retry 3 Times ] 

Retry Service Boot 
Always Reset 

起動監視時にタイムアウトが発生した場 
合の処理を設定します。 

[Retry 3 Times ] に設定すると、タイムア 
ウトの発生後にシステムをリセット 
し、〇 S 起動を3回まで試行します。 

[Retry Service Boot ] に設定すると、タイ 
ムアウト発生後にシステムをリセット 
し、〇 S 起動を3回まで試行します。その 
後、サービスパーティション*から起動 
を3回試み、3回とも失敗した場合は起動 
を停止します。 

[Always Reset ] に設定すると、タイムア 
ウト発生後に〇 S 起動を常に試みます。 

Thermal Sensor 

Disabled 

[ Enabled ] 

温度センサ監視機能の有効/無効を設定し 
ます。有効にすると、温度の異常を検出 
した場合に POST の終わりでいったん停 
止します。 

BMC IRQ 

Disabled 
[IRQ 11] 

BMC 割り込みの IRQ を設定します。 


システムの拡張とコンフイグレ—シヨン 


187 



















項目 

パラメータ 

説明 

Post Error Pause 

Disabled 

[ Enabled ] 

POST の実行中に エラー が発生した際 
に、 POST の終わりで POST をいったん 
停止するかどうか設定します。 

AC-LINK 

Stay Off 
[Last State ] 

Power On 

AC リンク機能を設定します。 AC 電源が 
再度供給されたときのシステムの電源の 
状態を設定します（下記参照）。 

Power On Delay Time 

[0] - 255 

DC 電源を〇 N にするディレイ時間を0秒か 
ら255秒の間で設定します。 AC - LINK で 
「Last State 」 または 「 Power 〇 n 」 に設 
定している場合に有効となります。 

Platform Event Filtering 

Disabled 

[ Enabled ] 

リモートマネージメントカード ( RMC ) 

の通報機能が設定されている場合は、意 
味を持ちません。 


[]: 出荷時の設定 


「 AC - LINK 」 の設定と本体の AC 電源が OFF になつてがら再度電源が供給されたときの動作を 
次の表に示します。 


AC 電源 OFF の前の状態 

=ni 中 

Stay Off 

し a st State 

Power On 

動作中 

Off 

On 

On 

停止中 （ DC 電源も Off のとき） 

Off 

Off 

On 

強制電源 OFF * 

Off 

Off 

On 


POWER スイッチを4秒以上押し続ける操作です。強制的に電源を〇 FF にします。 


pi； • 無停電電源装置 （UPS) を接続する場合は、 「PowerOn」 に設定します0 

「ヒント I • U PS に接続している場合も10秒以上経過してから〇 N になるようにスケジューリングの 
設定をしてください0 





















System Management 

Server メニューで 「System Management 」 を選択し、く Enter 〉 キーを押すと、以下の画面が 
表示されます。 



項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説明 

BIOS Version 

— 

BIOS のパージョンを表示します（表示の 
み ） 〇 

Board Part Number 

— 

マザーボードの部品番号を表示します 
(表示のみ）。 

Board Serial Number 

— 

マザーボードのシリアル番号を表示しま 
す（表示のみ）。 

System Part Number 

— 

本体のコードを表示します（表示の 
み ） 〇 

System Serial Number 

— 

本体のシリアル番号を表示します（表示 
のみ）。 

Chassis Part Number 

— 

シャーシの部品番号を表示します（表示 
のみ）。 

Chassis Serial Number 

— 

シャーシのシリアル番号を表示します 
(表示のみ）。 

BMC Device ID 


BMC(Baseboard Management 

Controller) のデバイス ID を表示します 
(表示のみ）。 

BMC Device Revision 


BMC(Baseboard Management 

Controller) デパイスのレビジョンを表示 
します（表示のみ）。 

BMC Firmware Revision 


BMC(Baseboard Management 

Controller ) ファ ームウェアのレビジョン 
を表示します（表示のみ）。 

SDR Revision 

— 

SDR(Sensor Data Record) のレビジョン 
を表示します（表示のみ）。 

PIA Revision 

— 

PIA(Platform Information Area) のレビジ 
ョンを表示します（表示のみ）。 
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Console Redirection 


Server メニューで 「Console Redirection 」 を選択し、 〈 Enter 〉 キーを押すと、以下の画面が 
表示されます。 


PhoenixBIOS Setup Utility 

jij Server 卜 



FI Help t i Select Item - /+ Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit --*■ Select Menu Enter Select ^ Sub-Menu F10 Save and Exit 


項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説明 

BIOS Redirection Port 

[ Disabled ] 

Serial Port A 

Serial Port B 

コンソール端末が接続されているシリア 
ルポートを設定します。 

ACPI Redirection Port 

[ Disabled ] 

Serial Port A 

Serial Port B 

〇 S 動作中に使用するコンソール端末が接 
続されているシリアルポートを設定しま 
す。 

Baud Rate 

9600 

[19.2 k ] 

38.4 k 

57.6 k 

115.2 k 

コンソール端末との通信速度（ボーレー 
卜）を設定します。 

Flow Control 

None 

XON/XOFF 

[ CTS / RTS ] 

CTS / RTS+CD 

フロー制御の方法を設定します。 

Terminal Type 

[PC ANSI ] 

VT 100+ 

VT - UTF 8 

ターミナル端末の種別を選択します。 

Remote Console Reset 

[ Disabled ] 

Enabled 

コンソール端末からリセツトコマンドの 
有効/無効を設定します。 


[]： 出荷時の設定 



















EventLog Configuration 


Server メニユーで 「Event Log Configuration 」 を選択し、 < Enter > キーを押すと、以下の画 
面が表示されます。 


PhoenixBIOS Setup Utility 

Server | 


Event Log Configuration 

Item Specific Help 

Clear all Event LogsC^^^Q] 

The system event log 
will be cleared if 

selecting "Yes". 


FI Help t I Select Item - / + Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit ■*--► Select Menu Enter Select ^ Sub-Menu F10 Save and Exit 


項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説明 

Clear all Event Log 

Enter 

< Enter > キーを押すと確認画面が表示さ 
れ、 「 Yes 」 を選ぶと保存されている 
エラーログを初期化します。 
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Boot 


力ーソルを 「 Boot 」 の位置に移動させると、起動順位を設定する Boot メニューが表示されま 
す。 


PhoenixBIOS Setup Utility 

■ Boot ■ 



システムは起動時にこのメニューで設定した順番に機器をサーチし、起動ソフトウェアを見 
つけるとそのソフトウエアで起動します。 


<t >キー/く i >キー、<十>キー/ <—> キーで起動デバイスの優先順位を変更できます。 

各機器の位置へ< t >キー/< i >キ _ で移動させ、<十>キ ー /<一>キ_で優先順位を変更でき 
ます。 

I 胃-〇 EXPRESSBUILDER ( SE ) やバックアップ CD - ROM を起動する場合は、上図に示す順番 
に設定してください。 








Exit 

カーソルを 「 Exit 」 の位置に移動させると、 Exit メニューが表示されます。 



このメニューの各オプションについて以下に説明します。 

• Exit Saving Changes 

新たに選択した内容を CMOS メモリ内に保存して SETUP を終わらせる時に、この項目を 
選択します 。 Exit Saving Changes を選択すると、確認の画面が表示されます。ここで、 
「 Yes 」 を選ぶと新たに選択した内容を CMOS メモリ内に保存して SETUP を終了し、シス 
テムは自動的にシステムを再起動します。 

• Exit Discarding Changes 

新たに選択した内容を CMOS メモリ内に保存しないで SETUP を終わらせたい時にこの項 
目を選択します。ここで、「 N 0」を選択すると、変更した内容を保存しないで SETUP を終 
わらせ、システムは自動的にシステムを再起動します。 「 Yes 」 を選択すると変更した内 
容を CMOS メモリ内に保存して SETUP を終了し、システムは自動的にシステムを再起動 
します。 

• Load Setup Defaults 

SETUP のすベての値をデフォルト値に戻したい時に、この項目を選択します 。 Load 
Setup Defaults を選択すると、確認の画面が表示されます。ここで、 「 Yes 」 を選択する 
と、デフォルト値に戻ります。 「 No 」 を選択すると Exit メニューの画面に戻ります。 

H-0 このオプションを実行すると、 「 Advanced 」 メニューの 「SATA RAID Enabled 」 が 
「 Disabled 」 に設定されます。 SATA 内蔵ハードディスクドライブをディスクアレイで使用 
している場合は、 SETUP を終了する前に 「 Enabled 」 に変更し、設定内容を保存してくださ 
し、。設定を変更せずに再起動すると八ードディスクドライブのデータを壊すおそれがありま 
す。 

• Discard Changes 

今まで変更した内容を破棄し、 SETUP を起動する以前の設定に戻します。 

• Save Changes 

今まで変更した内容を保存し、 SETUP を続けます。 
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■ J セツトとク 1 J ア 


本装置が動作しなくなったときや BIOS で設定した内容を出荷時の設定に戻すときに参照してください。 


■ J セツ 


〇 S が起動する前に動作しなくなったときは、 < Ct 「 l > キーとく Alt > キーを押しながら、 
< Delete > キーを押してください。リセットを実行します。 

I p -〇 リセットは、本体の DIMM 内のメモリや処理中のデータをすべてクリアしてしまいます。 

八ングアップしたとき以外でリセットを行うときは、本装置がなにも処理していないことを 
確認してください。 


強制電源 OFF 


OS からシャットダウンできなくなったときや、 POWER スイッチを押しても電源を OFF にで 
きなくなったとき、リセットが機能しないときなどに使用します。 

本体の POWER スイッチを4秒ほど押し続けてください。電源が強制的に OFF になります。 
(電源を再び ON にするときは、電源 OFF から約10秒ほど待ってから電源を ON にしてくださ 

い。） 

I M -〇 リモートパワーオン機能を使用している場合は、一度、電源を ON にし直して、 0S を起動 
させ、正常な方法で電源を OFF にしてください。 
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次にクリアする方法を示します。 






AA 

㉞ ⑩ 

€ 

装置を安全にお使いいただくために次の注意事項を必ずお守りください。人が死 
亡する、または重傷を負うおそれがあります。詳しくは、 m ページ以降の説明を 
ご覧ください。 

• 自分で分解•修理•改造はしない 

• リチウムバッテリを取り外さない 

• プラグを差し込んだまま取り扱わない 


CMOS メモリ•パスワードのクリア 


CMOS メモリに保存されている内容をクリアする場合は本体内部のコンフィグレーシヨン 
ジャンパスイッチを操作して行います。 

H -〇 • CMOS メモリの内容をクリアすると BIOS セットアップユーティリティの設定内容がす 
ベてデフォルトの設定に戻ります。 

* その他のジャンパの設定は変更しないでください。装置の故障や誤動作の原因となりま 
す。 

• CMOS メモリの内容をクリアすると、 BIOS SETUP ユーテ ィリティの 「 Advanced 」 
メニューの 「SATA RAID Enabled 」 が 「 Disabled 」 に設定されます。 SATA 内蔵ハー 
ドディスクドライブをディスクアレイで使用している場合は、 CMOS メモリのクリア 
後、 BIOS SETUP：!- ティリティを起動して、上記設定を 「 Enabled 」 に変更し、設定 
内容を保存してください。設定を変更せずに起動すると八ードディスクドライブのデー 
夕を壊すおそれがあります。 
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A\ 

AQ 


/ M 主意 


装置を安全にお使いいただくために次の注意事項を必ずお守りください。火傷や 
けがなどを負うおそれや物的損害を負うおそれがあります。詳しくは、 iii ページ 
以降の説明をご覧ください。 

• 中途半端に取り付けない 

• カバーを外したまま取り付けない 


• 局温注意 

• 装置を引き出した状態にしない 
• 指を挟まない 
• 局温注意 

• ラックが不安定な状態でデバイスをラックから引き出さない 
• 複数台のデバイスをラックから引き出した状態にしない 


n -〇 本体内部の部品は大変静電気に弱い電子部品です。本体の金属フレーム部分などに触れて身 
体の静電気を逃がしてから取り扱ってください。内部の部品や部品の端子部分を素手で触ら 
ないでください。静電気に関する説明は145ページで詳しく説明しています。 

1. 146ページを参照して準備をする。 

2. ジャンパスイッチの設定を「保持」から「クリア」に変更する。 

I w-OB^ 

• 本体のジャンパピン 2-3 に付いているクリップを使用してください。 

• クリップをなくさないよう注意してください0 

3. 3秒ほど待ってジャンパスイッチの設定を元に戻す。 

4. 本体を元どおりに組み立てて POWER スイッチを押す。 

5. POST 中に <F2> キーを押して BIOS セツトアップユーティリティを起動して設定し直す。 


I チェック I 

SATA 内蔵ハードディスクドライプをディスクアレイで使用している場合は、 BIOS SETUP 
ユーティリティの 「Advanced」 メニューの 「SATA RAID Enabled」 が 「Enabled」 になっているこ 
とを必ず確認してください。 「Disabled」 のまま起動すると八ードディスクドライプのデータを 
壊すおそれがあります。 




割り込みラインと I / O ポートアドレス 

割り込みラインや I / O ポートアドレスは、出荷時に次のように割り当てられています。オプションを増設す 
るときなどに参考にしてください。 

參割り込みライン 

出荷時では、次のように割り当てられています。 


IRQ 

周辺機器（コント□ーラ） 

IRQ 

周辺機器（コント□ーラ） 

11 

システムタイマ 

8 

リアルタイムクロック 


キーボード 

9 

PCI 


カスケード接続 

10 

PCI 


COM B シリアルポート 

11 

PCI/BMCIRQ 


COM A シリアルポート 

12 

マウス 


PCI 

13 

数値演算プロセッサ 


フロッピーディスク 

14 

プライマリ IDE 

7 

PCI 

15 

セカンダリ IDE 


• P 旧 Q と PCI デバイスの関係 

出荷時では 、 Auto Detect に設定されています。 PCI スロットに IRQ を他のデパイスと共 
有できないポードを取り付けた場合は下表の設定例のよ d に設定を変更してください。 


メニュー項目 

割り込み 

旧 Q 設定例 

PCI IRQ 1 

LAN 1 

IRQ 7 

PCI IRQ 2 

LAN 2 

IRQ 7 

PCI IRQ 3 

- 

Auto Select 

PCI IRQ 4 

USB Port 1/2 

IRQ 5 

PCI IRQ 5 

PCU □ット# 1 

IRQ 10 

PCI IRQ 6 

— 

Auto Select 

PCI IRQ 7 

— 

Auto Select 

PCI IRQ 8 

USB Port 3 

IRQ 5 
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• I/O ポートアドレス 


アドレス* 1 

使用チップ* 2 

00-0 F 

DMA 1 コント□—ラ 

20-21 

割り込みコントローラ1 

2 E -2 F 

S - I / 〇コンフィグレーション 

40-43 

タイマ1 

4 E -4 F 

( S - I / 〇コンフィグレーション 2) 

60 

キーボード/マウス 

61 

ノンマスカプルインターラプト 

64 

キーボード/マウス 

70-73 

リアルタイムクロック、ノンマスカプルインターラプト 

80-8 F 

DMA 1、 DMA 2 

92 

ポート92 

A 0- A 1 

割り込みコントローラ2 

B 2- B 3 

アドパンストパワーマネージメント 

C 0 -D 

FDMA コント□—ラ2 

F 0 

コプロセッサエラー 

170-177 

( IDE セカンダリバス） 

1 F 0-1 F 7 

( IDE プライマリパス） 

2 F 8-2 FF 

シリアルポート2 

370-377 

(フロッピーディスクコント□—ラ 2) 、 DE コント□—ラ2 

3 BF -3 DF 

VGA 

3 F 0-3 F 7 

フロッピーディスクコント□—ラ1、 IDE コント□—ラ1 

3 F 8-3 FF 

シリアルポート1 

4 D 0-4 D 1 

割り込みコント□—ラ1、2 

CA 2- CA 7 

ベースボードマネージメントコント□—ラ ( BMC ) 

CF 8 -CFB 

PCI コンフィグレーションアドレス/リセ'ソトコントロール 

CFC-CFF 

PCI コンフィグレーションデータ 


*1 16進数で表記しています。 

*2 PCI デバイスの I / O ポートアドレスは PCI デバイスの種類や数によって任意に設定されます。 




RAID のコンフィクレーシヨン 

ここでは本装置内蔵のハードディスクドライプをディスクアレイドライブとして運用するための方法につ 
いて説明します。 

I n-O マザーポード上の SATA インタフェースに接続されているハードディスクドライブに対する説明です。そ 
れ以外はコント□ーラに接続しているハードディスクドライブに対しては設定できません。標準装備のハー 
ドディスクドライブはマザーポード上の SATA インタフェースに接続されています。 


サボートする RAID について 


本装置内蔵のマザーボードにある RAID コント□—ラを使用してディスクアレイ （ RAID 1) を 
構築することができます。 

構築に必要となる機器はシリアル ATA ( SATA ) ハードディスクドライブ (2 台)のみです。 

參 RAIDO (ストライビング）[本装置ではサポートしていません] 

2台のハードディスクドライブに対してデータを分散して記録する方法です。この方法を 
r ストライビング」と呼びます。2つのハードディスクドライブへ処理を分散させることに 
よりハードディスクドライブ単体で使用しているときに比べディスクアクセス性能を向 
上させることができます。 

K -0 * データを2台の八ードディスクドライブに分散して記録しているためアレイを構成して 

いるバードディスクドライブが1台でも故障するとデータの復旧はできません。 

* アレイの論理容量は、接続された八ードディスクドライブの整数倍となります。 

• RAID 1(ミラーリング） 

2台のハードディスクドライプに対して同じデータを記録する方法です。この方法を「ミ 
ラーリング」と呼びます。データを記録するときに同時に2台のハードディスクドライブ 
に記録するため、使用中に片方のハードディスクドライブが故障してももう片方の正常 
なハードディスウドライブを使用してシステムダウンすることなく継続して運用するこ 
とができます。 

H -〇 • データを2台のパードディスクドライブへ同時にリード/ライトしているため、単体ディ 
スクに比べてディスクアクセス性能は劣ります。 

• アレイの論理容量は、接続された八ードディスクドライブ1台と同じとなります。 


八ードディスクドライプの取り付け 


本体に2台の SATA ハードディスクドライプを取り付けてください。取り付け手順について 
は、150ページを参照してください。 

I H -〇 取り付ける2台の八ードディスクドライブは同じ回転速度のものを使用してください。ま 
た、 RAID 1を構築する場合は、同じ容量の八ードディスクドライブを使用することをお勧 
めします。 
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B 旧 S ユーテイリテイを使用した RA 旧の有効化 


取り付けた2台のハードディスクドライブは、単一のハードディスクドライブか、2台1組で 
構築される RAID ドライプのいずれかで使用することができます。 

RAID ドライブとして構築するためには、 BIOS セットアップユーティリティを使用して、マ 
ザーボードの SATA コネクタに接続されているハードディスウドライプを RAID ドライプとし 
て使用するための設定が必要となります。 

■: 出荷時の設定では、単ーハードディスクドライブとして使用するように設定されています。 

i~Bn 

次の手順で BIOS セットアップユーティリティの設定を変更します。 

1. BIOS セットアップユーティリティを起動する。 

詳しくは，168ページを参照してください。 

2. 「 Advanced 」 メニューから 「SATA RAID Enable 」 の設定を 「 Enable 」 に変更する。 



3. 「 Exit 」 メニューがら 「Exit Saving Changes 」 を選択して、設定内容を保存し， BIOS セットアップ 
ユーティリティを終了する。 

以上で完了です。設定を変更後、本装置を起動するたびに POST の画面に RAID ドライプの設 
定および変更をするためのユーティリティ 「Array Configuration Utility ( ACU )」 の起動を促 
すメッセージが表示されます。 


Press <CtrlxA> for Adaptec RAID Configuration Utility 


必要に応じてユーティリティを起動して、設定してください。詳しくはこの後の説明を参照 
してください。 
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Array Configuration Utility ( ACU ) を使つた RA 旧の構 


ここでは、本装置を起動した後、 POST の画面から起動する 「Array Configuration Utility 
( ACU )」 を使用した RAID の構築手順について説明します。 


ACU の起動方法 

次の手順に従って ACU を起動します。 

^ 起動の前に 「 BIOS ユーティリティを使用した RAID の有効化」で説 B 月している BIOS の設定変 
更を完了していることを確認してください。 

1. DianaScope をインストールした管理 PC のセットアップをする。 

本装置と通信できるセ'ソトア、ソプが必要です。詳しくは EXPRESSBUILDER CD - ROM 内のオン 
ラインドキュメントを参照して < ださい。 

2. 本装置を起動する。 

3. 管理 PC のディスプレイ装置の画面に次のメッセージが表示されたら、 < Ctrl > キーと < A > キーを押 
す。 

Press <CtrlxA> for Aaaptec RAID Configuration Utility 


ディスプレイ装置の画面にメッセージが表示されるまでに時間がかかる場合は、本装置の電源 
ON 後、3〜5秒くらい経ってから < Ctr レキーと < A > キーを押してみてください。 

しばらくするとメインメニューが表示されます。 




RAID の構築や変更 • 削除を 
する 


RAID ドライプの□—レペルフォーマツトやぺリファイ 
をする 
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RA 旧の構築 

次の手順に従って RAID を構築します。 


p-O • し、ったん RAID を構築してしまったドライブの属性(手順6以降に示す設定内容)を変更 
は変更できません。 フォー マツトしてやり直してください。 

• RAID を構築する前に RA 旧ドライブを構成するハードディスクドライブの物理フォー 
マツトをしてください。物理フォーマツトについては 「Disk Utilities の使用」 （207 
ページ)を参照してください。 


1. ACU を起動する。 

2. キーボードの力ーソルキーで〇 ptions メニューがら 「Array Configuration Utility」 を選び、 
<Enter> キーを押す。 




4. RAID を構築する2台のハードディスクドライプをリストから選び、<1(15611>キ_を押す。 

<lnsert> キーを押すと、右側の 「Selected Drives」 リストに追加されます。削除したい場合は、左 
側のリストから八ードディスクドライプを選択し、 〈Delete〉 キーを押すと削除され、右側のリス 
卜から消えます。 



圆 

拳本装置は、最大2台のハードディスクドライブをマザーボードの SATA コネクタに接続する 
ことができます。 RAID を構築するために必要なハードディスクドライブは2台以上です。し 
たがって、リストに表示されている2台のハードディスクドライブを選択してください。 

• リストに表示されているハードディスクドライブ名がグレイに表示されているものは、使用 
できるディスク領域がないものか、イニシャライズされていないハードディスクドライブで 
あることを示します。 < Esc > キーを数回押してこのメニューをいったん終了して、この後の 
説明にある「ハードディスクドライブのイニシャライズ (206 ぺージ)」を参照してください。 
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5. <Ente「> キーを押す。 


RAD の詳細設定を行う 「Array Properties」 画面か表示されます。 


6. 力ーソルキーで RAID レベルを選択し、 <Enter> キーを押す。 

選択できる RAID レベルは RAID0 (ストライビング）と RAIDU ミラーリング)のいずれかです。 



Array Size 
Stripe Size 


Create RAID via 


223.500 GB 


作成する RAD ドライプのボリュームラペル名を入力し、<巳は6「>キ_を押す。 



8. <RAID0 を選択した場合のみ> 

ストライプサイズを 16KB、 または 32KB、64KB (初期設定)がら選択し、 <Enter> キーを押す。 


一 _ 

ストライプサイズは、初期設定の 64 KB を選択することをお勧めします。 



システムの拡張とコンフイグレ—シヨン 


203 








































9. 「Create RAID via」 で RAID ドライプの作成方法を選択し、 <Enter> キーを押す。 



「Create RAID via 」 では、 RAID レベル (Array Type ) との組み合わせでさまざまな RAID ドラ 
イプの作成方法を指定することができます。詳細を下表に示します。 


RA 旧レベル 

Create 
RAID via の 
選択肢 

作成方法 

RAIDO (本装置ではサ 
ポートしていません） 

No Init 

新規で RAIDO ドライプを作成します。 

RAIDO (本装置ではサ 
ポートしていません） 

Migrate 

データが保存されている既存のドライプに対して新規ドライ 
ブを追加するマイグレーション（移行）をします。 

RAID1 (本装置ではサ 
ポートしていません） 

Build 

データが保存されている既存のドライプの内容を新規ドライ 
プにコピーし、 RAID1 ドライプを作成します。 

RAID1 

Clear 

すべての内容をクリアして、新規で RAID1 ドライプを作成し 
ます。 

RAID1 

Quick Init 

新規で RAID1 ドライプを即座に作成します。 





• RAIDO は本装置ではサボートしていません。 

* 本装置では、 RAID 1 の Build オプションをサボートしていません。 


^ • 既存の RAID ドライプに新規ドライプを追加する場合は、あらかじめ新規ドライプ内の 

データのパックアップをとっておいて < ださい。 

• ACU を使って RAID 1ドライプの作成中，その処理を中断すると、 ACU を使って処理を 
再開させることはできません。 

* Quick Init で RAID1 ドライプを作成すると、その後の整合性チェック （Consistency 
Check) で不整合を通知される場合がありますが，八ードディスクドライプの故障や 
RAID ドライプの構築を失敗したわけではありません。 


1 0.「Source Drive」 を選択して， <Enter> キーを押す。 


tor 6Y120M0 
tor 6Y120M0 


111 .7GB 
111 .7GB 
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11. すべての設定を完了した5、 「Done」 を選択して、 <Enter> キーを押す 
RAID の作成処理が始まります。完了までしばらくお待ち<ださい。 



ディスクアレイの管理 

オプションメニューから 「 Array Configuration Utility 」 を選択して表示されるメインメニュー 
で 、 「Manage Arrays 」 を選択すると、 RAID ドライプの設定(属性)情報の確認や RAID ドライ 
ブ（アレイ）の削除をすることができます。 



• アレイ情報の確認 

Main Menu で 「Manage Arrays 」 を選択し、 < Enter > キーを押すとアレイを構築している 
RAID ドライプの一覧が表示されます。 

RAID ドライプを選択し、 < Enter > キーを押してください。選択した RAID ドライプに関す 
るプロパティダイアログボックスが表示されます。このプロパティダイア□ヴボックス 
には RAID ドライプを構成している物理ハードディスクドライプの情報も含まれます。 



< Esc > キーを押すと1つ前の画面に戻ります。 
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• アレイの削除 

I P -0 アレイを削除する前に RAD ドライブ内の大切なデータをバックアップしてください。削除 
を実行するとすベてのデータを消失します。また、消失したデータを復帰（リストア）させ 
ることはできません。 

メインメニューで 「Manage Arrays 」 を選択し、 < Ente 「> キーを押すとアレイを構築して 
いる RAID ドライプの一覧が表示されます。以降の削除手順を以下に示します。 

1. 削除する RAID ドライプを選択し、 <Delete> キーを押す。 

2. プロパティダイアログボックスで、 「Delete」 を選択し、く Enter〉 キーを押す。 



削除についての警告メッセージが表示されます。 

■二圆 

表示メッセージの内容や数は RAID レベルによって異なります。 

3. 「Yes」 を選択する。 

アレイやパーティションが削除されます。「N0」を選択すると1つ前の画面に戻ります。 

4. く Esc> キーを押して1つ前の画面に戻る。 


八ードディスクドライブのイニシャライズ 

RAID ドライプを作成するためにはハードディスクドライプがイニシャライズされていなけ 
ればなりません(イニシャライズされていないハードディスクドライブは、 RAID ドライブを 
構築するドライプの選択画面でリストに表示されないか、グレーアウトされて表示されま 

す)。 

M -〇 * イニシャライズを実行するとバードディスクドライブ上のパーティションテーブルを上 
書きし、データを書き込めない状態にします。 

• アレイとして使用していた八ードディスクドライブをイニシャライズすると、再び元の 
アレイに戻すことはできません。 

* 起動ドライブとして使用している RA 旧0ドライブを構成する八ードディスクドライブ 
をイニシャライズするとシステムが起動できなくなります。 


次の手順で八ードディスクドライブをイニシャライズします。 


1.ACU を起動する。 
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2. キーホードの力ーソルキーで〇 ptions メニューがら 「Array Configuration Utility」 を選ひ、 
<Ente「> キーを押す。 



3. メインメニューから 「Initialize Drives」 を選択し、く Enter〉 キーを押す。 



4. 力ーソルキーを使ってリストがらイニシャライズをするハードディスクドライプを選び、 
<lnsert> キーを押す。 

5. もう一方のハードディスクドライブを手順4と同様の手順で選択する。 

6. <巳1^6「>キ_を押す。 

7. 警告メッセージの内容を読み、イニシャライズするハードディスクドライプを正しく選択してい 
ることを確認し、<丫>キーを押してイニシャライズを続ける。 

Disk Utilities の使用 

ACU を起動後に表示されるオプションメニューにある 「Disk Utilities 」 は、ハードディスクド 
ライプの口ーレベルフォーマットやべリファイをする場合に使用するメニューです。 

1. ACU を起動する。 

詳しくは、 「A ⑶の起動方法 (201 ページ)」を参照してください。 

2. キーボードの力ーソルキーで〇 ptions メニューから 「Disk Utilities」 を選び、く Enter> キーを押す。 
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3. 目的のハードディスクドライプを選択し、 <Enter> キーを押す。 




— hormat Disk 

直ちに対象としているハードディスクドライプをローレペルでフォーマットします（ゼ□埋め 
込み)。購入時の SATA 八ードディスクドライプは工場出荷時にローレペルでフォーマット済 
みですが、 RAID を構成するハードディスクドライプは， RAID を構築する前にこのオプション 
を使ってフォーマ、ソトをしてください。 


|で 




マッ 
|てく 


レベルフォーマツトはハードディスクドライブ内のすべてのデータを消去します。フォー 
マツトを実行する前に八ードディスクドライブ内にある大切なデータのバックアップをとつ 
てください。 


— Verify Disk Media 

ハー ドディスクドライプ内のメディア不良を検出します。 
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